
D�を���より大きい定数とする．��次不等式� �����[ � 
� ��D �� [ � �D �D ��について

���　この不等式を満たす�[�の値の範囲を求めよ．

���　この不等式を満たす整数�[�がただ���つ存在するように，D�の値の範囲を定めよ．
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T�グラフを利用

図のように縦軸を�[�軸，横軸を�D�軸として

[ D����[ �D�という関数を考える。

このとき，�[ N�が�D N�であるときの

上の��次不等式の解を表す数直線である。

�横の数直線を縦にしただけ�

グラフより，条件を満たす�D�の範囲は
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